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要約 

 

本論文では、母親と子どもの親密な関係に注目し、現代における仲良しな母子関係がどの

ようにして誕生したのか、その背景を考察した。また、1990 年代から現在に至るまでのテ

レビドラマを題材に、母子関係の描かれかたがどのように変化しているのかについて分析

し、その時々の母子の親密さの実態を明らかにした。 

 はじめに、日本における「家族」という概念を把握するため、さまざまな「近代家族」研

究から、日本の家族像が構築された歴史についてまとめた。国家戦略としての千田有紀の

「近代家族」研究、そして「近代家族」の実態についての落合恵美子の研究をもとに、「近

代家族」の特徴やイデオロギーをとりあげ、現在の「近代家族」のゆらぎまでの流れを整理

した。 

次に、本論文のテーマとなる「仲良し母子」について概観した。「仲良し母子」とは、心

理的に密着度の高いとされる現代的な母子関係の総称とする。さまざまな「仲良し母子」の

登場した年代とその提唱者、そして日本で「仲良し母子」が出現した背景と現在のより許容

性の高まった社会的評価をまとめた。 

次に、「仲良し母子」の中でも本論文で頻出となる「マザコン」に焦点を当て、主にその

変容に関して先行研究から考察を行った。従来に比べ「仲良し母子」が肯定的にとらえられ

ている現在においても、ステレオタイプ的「マザコン」はいまだに排除的まなざしを向けら

れている。その歴史的要因と、脱却アプローチとして原田曜平が提唱した「ママっ子男子」

に関して、母親と子ども双方の特徴および背景を整理した。 

次に、若者の自立と親子関係についてまとめた。若者期における移行プロセスの中の特に

結婚と離家に注目し、このようなライフイベントが自立の終着点とされる従来の自立観が

現在においても通用するかを考察した。さらに、親と友人（恋人）の両者を同時に視野に入

れた自立論について、「切り替えモデル」と「相補的関係モデル」という異なる 2 つのモデ

ルを紹介した。 

次に、日本のテレビドラマと社会とのかかわりについて先行研究を整理した。当時の社会

状況をふまえ、テレビドラマに対して理想を求める非リアリティ志向から、現実を見据える

話を好むリアリティ志向に転換した視聴態度の変遷を論じた。そしてテレビドラマの先行

研究から、その社会的役割として、「現実的役割」、「マニュアル的役割」、「刺激的役割」の

3 点をとりあげた。 



 分析においては、まず 1990 年代から現在に至るまでの、親密な母親と子どもがメインと

なる 5 つのテレビドラマのあらすじを放送された年代順に紹介した。そのうえで、作中に

おいて描かれる母子の様相とその関係性の変容を、人物設定、愛情表現、自立表現の 3 つの

カテゴリーから考察した。 

 はじめに、人物設定については、親密な母親と息子が登場する作品における父親の不在が

特徴として挙げられた。また現在までの変化として、「マザコン」の代替語の登場や、「二枚

目俳優」と呼ばれるキャストの起用などがみられた。 

 次に、愛情表現については、母親から子どもへの愛情の比重が子どもから母親に変化しつ

つあることが明らかになった。その理由として、作中で描かれる母親がより魅力的になって

いること、保護対象としての性質が強まっていることなどが考えられる。そして、近年の母

子間におけるソーシャルメディア上のやりとりの活発化により、「言葉で示す愛情」が特に

重要視される傾向にあることが判明した。 

 最後に、自立表現については、すべての作品において親密な母子に向けての注意喚起の役

割を果たす「規範的他者」が登場していた。さらに、2010 年代以降は、「規範的他者」にお

ける忠告者・アドバイザーとしての役割とは異なり、親密な母子関係に対し羨望を抱き、時

にその仲の良さを肯定していく役割の「羨望的他者」も出現している。また、子どもの自立

の変容として、田中の提唱する「切り替えモデル」から「相補的関係モデル」への移行が作

中でみられた。 

 「仲良し母子」の先行研究やテレビドラマ分析により、「仲良し母子」が誕生した背景や

その時々における母子の親密さの実態が明らかになり、加えて新たな仮説も誕生した。本研

究の分析結果は、日本社会に「仲良し母子」に関する新たな規範性が構築されている可能性

を示唆しているものと考えられる。その規範を「『仲良し母子』イデオロギー」と称した。

この「仲良し母子」イデオロギーは、「仲良し母子」としてあるべき理想像を体現したもの

であり、その規範の対象は母子にとどまらず、社会に対しても影響を及ぼしているとの仮説

を述べ、本論文の結びとする。 
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